
令令和和６６年年度度学学校校ＤＤＸＸ研研修修（（悉悉皆皆研研修修））実実施施要要項項

１１ 受受講講対対象象者者

京都府立学校の主幹教諭、指導教諭、教諭、実習教諭

※再任用教員（フルタイム）、定数内講師を含む。

２２ 研研修修概概要要

令令和和５５年年度度にに選選択択ししたたココーーススをを引引きき継継ぎぎ、、対対象象者者全全員員がが指指定定さされれたたポポイインントト数数以以上上のの講講座座をを受受講講しし

ててくくだだささいい。。新たに受講する場合は、「悉皆研修（３コース）」から一つのコースを選択して、指定さ

れたポイント数以上の講座を受講してください。

○○悉悉皆皆研研修修（（３３ココーースス））

※初めてコースを選択する場合は、申込様式に記載の「おすすめ診断」を活用すると、自らのレベル

に合ったコースを判定することができますので、参考にしてください。

令和６年度新規採用教員、エバンジェリスト育成研修受講者及び教科等活用講座の実践発表者は、

以下ア～ウをもって当該年度の研修要件を満たしたものとします。

アア 新新規規採採用用教教員員（（講講座座番番号号：：ＮＮ ））

初任者研修（センター研修）の修了

イイ エエババンンジジェェリリスストト育育成成研研修修受受講講者者（（講講座座番番号号：：ＬＬ ））

エバンジェリストの認定（各校へ別途通知）

ウウ 教教科科等等活活用用講講座座のの実実践践発発表表者者（（講講座座番番号号：：ＪＪ ））

申申込込及及びび受受講講報報告告ににはは、、みみららいいネネッットト事事務務局局がが発発行行ししたた教教職職員員用用 アアカカウウンントトがが必必要要でですす。。

３３ 研研修修メメニニュューー

「学校ＤＸ研修【府立悉皆・選択共通】 講座一覧」参照

４４ 研研修修形形態態

集合、オンライン、オンデマンド（※）

※※オオンンラライインン講講座座（（対対象象講講座座ののみみ））をを受受講講ででききななかかっったた場場合合、、視視聴聴期期間間内内にに同同一一講講座座ををオオンンデデママンンドド

でで受受講講ししててくくだだささいい。。

５５ そそのの他他

集合講座は、２講座以上（ポイント数を超えて）受講できません。

集合、オンライン、オンデマンド講座とも、受受講講決決定定さされれたた講講座座以以外外をを受受講講ししててもも、、ポポイインントトはは付付

与与さされれまませせんんので注意してください。

研修履歴一覧表に受講履歴として記録します。

単位制履修制度の単位には認定されません。

ココーースス名名 ポポイインントト数数 講講座座番番号号

初級（ ）コース ２ポイント以上の講座を選択・受講 Ｓ＋番号

中級（ ）コース ２ポイント以上の講座を選択・受講 Ｍ＋番号

上級（ ）コース １ポイント以上の講座を選択・受講 Ｈ＋番号
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令令和和６６年年度度学学校校ＤＤＸＸ研研修修（（悉悉皆皆研研修修））実実施施要要項項

１１ 受受講講対対象象者者

京都府立学校の主幹教諭、指導教諭、教諭、実習教諭

※再任用教員（フルタイム）、定数内講師を含む。

２２ 研研修修概概要要

令令和和５５年年度度にに選選択択ししたたココーーススをを引引きき継継ぎぎ、、対対象象者者全全員員がが指指定定さされれたたポポイインントト数数以以上上のの講講座座をを受受講講しし

ててくくだだささいい。。新たに受講する場合は、「悉皆研修（３コース）」から一つのコースを選択して、指定さ

れたポイント数以上の講座を受講してください。

○○悉悉皆皆研研修修（（３３ココーースス））

※初めてコースを選択する場合は、申込様式に記載の「おすすめ診断」を活用すると、自らのレベル

に合ったコースを判定することができますので、参考にしてください。

令和６年度新規採用教員、エバンジェリスト育成研修受講者及び教科等活用講座の実践発表者は、

以下ア～ウをもって当該年度の研修要件を満たしたものとします。

アア 新新規規採採用用教教員員（（講講座座番番号号：：ＮＮ ））

初任者研修（センター研修）の修了

イイ エエババンンジジェェリリスストト育育成成研研修修受受講講者者（（講講座座番番号号：：ＬＬ ））

エバンジェリストの認定（各校へ別途通知）

ウウ 教教科科等等活活用用講講座座のの実実践践発発表表者者（（講講座座番番号号：：ＪＪ ））

申申込込及及びび受受講講報報告告ににはは、、みみららいいネネッットト事事務務局局がが発発行行ししたた教教職職員員用用 アアカカウウンントトがが必必要要でですす。。

３３ 研研修修メメニニュューー

「学校ＤＸ研修【府立悉皆・選択共通】 講座一覧」参照

４４ 研研修修形形態態

集合、オンライン、オンデマンド（※）

※※オオンンラライインン講講座座（（対対象象講講座座ののみみ））をを受受講講ででききななかかっったた場場合合、、視視聴聴期期間間内内にに同同一一講講座座ををオオンンデデママンンドド

でで受受講講ししててくくだだささいい。。

５５ そそのの他他

集合講座は、２講座以上（ポイント数を超えて）受講できません。

集合、オンライン、オンデマンド講座とも、受受講講決決定定さされれたた講講座座以以外外をを受受講講ししててもも、、ポポイインントトはは付付

与与さされれまませせんんので注意してください。

研修履歴一覧表に受講履歴として記録します。

単位制履修制度の単位には認定されません。

ココーースス名名 ポポイインントト数数 講講座座番番号号

初級（ ）コース ２ポイント以上の講座を選択・受講 Ｓ＋番号

中級（ ）コース ２ポイント以上の講座を選択・受講 Ｍ＋番号

上級（ ）コース １ポイント以上の講座を選択・受講 Ｈ＋番号

令令和和６６年年度度学学校校ＤＤＸＸ研研修修（（選選択択研研修修））実実施施要要項項

１１ 受受講講対対象象者者

京都府立学校教職員のうち、令和６年度学校ＤＸ研修（悉皆研修）の受講対象者以外の者

（管理職、養護教諭、栄養教諭、実習助手、寄宿舎指導員、事務職員、学校図書館司書、技術職員等）

※全職種の再任用教職員、常勤・非常勤教職員が受講できます。

２２ 研研修修概概要要

コースに関わりなく一人一人の希望に応じてオンライン講座を受講することができます。

申申込込及及びび受受講講報報告告ににはは、、みみららいいネネッットト事事務務局局がが発発行行ししたた教教職職員員用用 アアカカウウンントトがが必必要要でですす。。

３３ 研研修修メメニニュューー

「学校ＤＸ研修【府立悉皆・選択共通】講座一覧」参照

４４ 研研修修形形態態

オンライン、オンデマンド（※）

※※オオンンラライインン講講座座（（対対象象講講座座ののみみ））をを受受講講ででききななかかっったた場場合合、、視視聴聴期期間間内内にに同同一一講講座座ををオオンンデデママンンドド

でで受受講講ししててくくだだささいい。。

５５ そそのの他他

研修履歴一覧表に受講履歴として記録します（悉皆研修のポイントは付与されません。）。

単位制履修制度の単位には認定されません。

京京都都府府デデジジタタルル学学習習支支援援セセンンタターー教教員員専専用用ペペーージジ（（選選択択・・悉悉皆皆共共通通））

ＵＵＲＲＬＬ

※※パパススワワーードドににつついいててはは、、府府立立学学校校宛宛てて別別途途おお知知ららせせししまますす。。（（令令和和６６年年３３月月下下旬旬））

研研修修名名 内内 容容 講講座座番番号号

選選択択研研修修 オンライン講座 講座から選択・受講 Ｇ＋番号
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令令和和６６年年度度学学校校ＤＤＸＸ研研修修実実施施要要項項（（悉悉皆皆・・選選択択共共通通））

１１ 受受講講申申込込方方法法

研修講座の申込等については、各校で取りまとめの上、管理職が を通して京都府デ

ジタル学習支援センター宛て提出してください。

申込

ア 受講対象者は、１年間に受講する講座等必要事項を受講申込書に入力の上、管理職へ提出してく

ださい。

イ 管理職は受講申込書を取りまとめの上、 を通して４４月月 日日（（厳厳守守））ままででにに京京都都府府デデジジタタルル

学学習習支支援援セセンンタターー宛宛てて提提出出してください。

ウ 受講決定された講座及び定員超過による再申込については、５月１日を目処に を通して各

校にお知らせします。定員超過により受講決定されず再申込が必要となった受講対象者は、改めて

希望する講座の申込が必要です。

追加申込

年度途中に、新たに受講事由が生じた場合（例：年度途中に定数内講師が任用された場合、新たに

受講希望があった場合）、管理職は を通して追加申込書を提出してください。

その他

ア オンデマンド講座については、オンライン講座（対象講座のみ）を受講できなかった場合、視聴

期間内に同一講座を受講してください（オンデマンド講座のみの申込はできません。）。

イ 受講申込書等の様式については、３月下旬に各府立学校宛て別途通知します。

ウ 申込に関する問い合わせは、京都府デジタル学習支援センターにお願いします。

２２ 研研修修講講座座のの実実施施要要項項

講座実施日の前月 日を目処に、京都府デジタル学習支援センターホームページ教員専用ページに研

修講座の実施要項を掲載しますので、必ず御確認ください（携行品、準備物、事前の課題等を掲載しま

す。）。

３３ 欠欠席席ににつついいてて

研修講座を欠席する場合は、以下により管理職から連絡してください。

ＵＲＬ

４４ 受受講講にに当当たたっっててのの注注意意事事項項

集集合合講講座座

自家用車（自動車、バイク、自転車等）での来所（外部会場を含む。）はお断りします。公共の交通

機関を利用してください。

オオンンラライインン講講座座

ア 実施要項記載のＵＲＬリンク等を確認し、講座に参加してください。

ｱ ママイイクク、、カカメメララ機機能能ののああるる端端末末を使用し、原原則則１１人人１１台台で入室してください。

※※複複数数人人ままととめめてて受受講講すするるここととももででききまますす（（受受講講報報告告はは１１人人ずずつつ提提出出ししててくくだだささいい。。））。。

ｲ 入室時間を厳守してください。

イ 表記名は「「氏氏名名 所所属属校校名名」」（（例例：：京京都都千千太太__○○○○支支援援））としてください。ただし、特別な指示があ
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令令和和６６年年度度学学校校ＤＤＸＸ研研修修実実施施要要項項（（悉悉皆皆・・選選択択共共通通））

１１ 受受講講申申込込方方法法

研修講座の申込等については、各校で取りまとめの上、管理職が を通して京都府デ

ジタル学習支援センター宛て提出してください。

申込

ア 受講対象者は、１年間に受講する講座等必要事項を受講申込書に入力の上、管理職へ提出してく

ださい。

イ 管理職は受講申込書を取りまとめの上、 を通して４４月月 日日（（厳厳守守））ままででにに京京都都府府デデジジタタルル

学学習習支支援援セセンンタターー宛宛てて提提出出してください。

ウ 受講決定された講座及び定員超過による再申込については、５月１日を目処に を通して各

校にお知らせします。定員超過により受講決定されず再申込が必要となった受講対象者は、改めて

希望する講座の申込が必要です。

追加申込

年度途中に、新たに受講事由が生じた場合（例：年度途中に定数内講師が任用された場合、新たに

受講希望があった場合）、管理職は を通して追加申込書を提出してください。

その他

ア オンデマンド講座については、オンライン講座（対象講座のみ）を受講できなかった場合、視聴

期間内に同一講座を受講してください（オンデマンド講座のみの申込はできません。）。

イ 受講申込書等の様式については、３月下旬に各府立学校宛て別途通知します。

ウ 申込に関する問い合わせは、京都府デジタル学習支援センターにお願いします。

２２ 研研修修講講座座のの実実施施要要項項

講座実施日の前月 日を目処に、京都府デジタル学習支援センターホームページ教員専用ページに研

修講座の実施要項を掲載しますので、必ず御確認ください（携行品、準備物、事前の課題等を掲載しま

す。）。

３３ 欠欠席席ににつついいてて

研修講座を欠席する場合は、以下により管理職から連絡してください。

ＵＲＬ

４４ 受受講講にに当当たたっっててのの注注意意事事項項

集集合合講講座座

自家用車（自動車、バイク、自転車等）での来所（外部会場を含む。）はお断りします。公共の交通

機関を利用してください。

オオンンラライインン講講座座

ア 実施要項記載のＵＲＬリンク等を確認し、講座に参加してください。

ｱ ママイイクク、、カカメメララ機機能能ののああるる端端末末を使用し、原原則則１１人人１１台台で入室してください。

※※複複数数人人ままととめめてて受受講講すするるここととももででききまますす（（受受講講報報告告はは１１人人ずずつつ提提出出ししててくくだだささいい。。））。。

ｲ 入室時間を厳守してください。

イ 表記名は「「氏氏名名 所所属属校校名名」」（（例例：：京京都都千千太太__○○○○支支援援））としてください。ただし、特別な指示があ

る場合は、その指示に従ってください。

ウ 資料のある場合は原則、講座前日までに京都府デジタル学習支援センターホームページ教員専用

ページに掲載します。各自でダウンロードしてください。

エ 講義中の背景には個人情報等が映らないように配慮してください。

オ 受講後、アンケート集計アプリにより受講報告を提出してください（受講報告のＵＲＬリンク等

は、講座終了後に提示します。）。

オオンンデデママンンドド講講座座

ア オンライン講座（対象講座のみ）を受講できなかった場合、視聴期間内に同一講座を受講してく

ださい。

視聴期間 オンライン講座実施日の翌月 日から翌々月 日まで（土日祝日を除く。）

掲載場所 京都府デジタル学習支援センターホームページ教員専用ページ

イ 資料がある場合は、京都府デジタル学習支援センターホームページ教員専用ページに掲載しま

す。各自でダウンロードしてください。

ウ 視聴期間内に、アンケート集計アプリにより受講報告を提出してください（受講報告のＵＲＬリ

ンク等は講座終了後に提示します。）。

５５ そそのの他他

合理的配慮等

受講の際に合理的配慮が必要な場合は、受講申込時に管理職から京都府デジタル学習支援センター

へ連絡してください。その他、何かありましたら御相談ください。

ネットワーク

学校でネットワーク環境の整った会議室等を準備できない場合は、無線ルーターの貸出（台数限

定）を行っていますので、京都府デジタル学習支援センターまで連絡してください。

気象警報発表時の対応

気象警報発表時（計画運休を含む。）についても、原則として研修講座は実施します。その際に、や

むを得ず欠席する場合は、「３ 欠席について」により、管理職から京都府デジタル学習支援センター

へ連絡してください。

アンケート

悉皆研修受講者の端末の活用状況等を把握するため、申込時に事前アンケート、年度後半に事後ア

ンケートを実施しますので、協力をお願いします。

旅費

集合講座については予算の範囲内で京都府教育委員会が負担しますので、教職員企画課が実施する

「旅費経理状況調」により報告をお願いします。

問い合わせ先

不明な点は以下にお問い合わせください。

京京都都府府デデジジタタルル学学習習支支援援セセンンタターー

京京都都府府デデジジタタルル学学習習支支援援セセンンタターー教教員員専専用用ペペーージジ（（選選択択・・悉悉皆皆共共通通））

ＵＵＲＲＬＬ

※※パパススワワーードドににつついいててはは、、府府立立学学校校宛宛てて別別途途おお知知ららせせししまますす。。（（令令和和６６年年３３月月下下旬旬））
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